
１学期終業式(R6.7.19)

平和教育①(R6.7.24)

１　被爆県長崎として　できることを考えよう

２　マザーテレサ氏のノーベル賞授賞時の会見

平和教育②(R6.8.9)

２学期始業式(R6.9.2)

０　会釈と挨拶が最高の地域ボランティア

１　行事に取り組む意義

２　焦点を絞る

一体感と達成感・充実感（自分達で作り上げた行事にしよう）

①命の限り生き抜くこと　②自分らしく生きること　③まわりの人を大切に思うこと

壁を突破するための石の目（ポイント）を見極めよう

１　１学期を振り返ろう

２　「未来につなぐラブレター」東日本大震災後

①人の話をよく聞けたか　②時間を大切にできたか

「世界平和のために私たちはどんなことをしたらいいんですか？」と質問され、

「家に帰って、家族を大切にしてください」と答えたと言われている。

　争いを生み出す疑心暗鬼を消し去るために、

今こそ市民社会が起こすべき行動は、他者を

思いやる気持ちを持って交流し対話することで「信頼の輪」を育み、日常生活の中で実感できる

「安心の輪」を、国境を越えて広めていくことです。そこで重要になるのは、音楽や美術、スポー

ツなどを通じた交流によって他者の経験や価値観を共有し、共感し合うことです。こうした活動を

通じて「平和文化」を共有できる世界を創っていきましょう。

講師：三瀬清一朗氏、林田光弘氏　担当：長崎県庁国際課 中尾祐成氏

１　どうしたら戦争がなくなる
　　のか　　（R6広島平和宣言より）

高校生の会釈と挨拶と笑顔が地域をすごく明るくします！

R6 校長講話③


